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ポ
イ
ン
ト

ポ
イ
ン
ト

　　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
特
徴
や
内
容
を
読
み
取
る

⑴

ど
の
よ
う
な
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
使
っ
て
い
る
か
を
捉
え
る
。

　
　
・
表
・
グ
ラ
フ
・
ポ
ス
タ
ー
・
新
聞
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
・
地
図

　
　
・
ス
ピ
ー
チ
原
稿
・
案
内
文
・
実
用
文
（
説
明
書
・
規
約
・
メ
モ
な
ど
）

⑵

資
料
の
特
徴
と
内
容
、
着
目
す
べ
き
点
を
押
さ
え
る
。

　
　
①

表
・
グ
ラ
フ
の
着
目
点

　
　
　
・
見
出
し
…
…
調
査
内
容
や
対
象
　
　
・
項
目
…
…
調
査
の
具
体
的
な
結
果

　
　
　
・
数
値
…
…
項
目
の
数
値
の
大
小
の
比
較
、
時
間
的
推
移

　
　
　
・
グ
ラ
フ
の
種
類
に
応
じ
た
着
目
点

　
　
　
　
　
折
れ
線
グ
ラ
フ
…
…
数
量
の
時
間
的
推
移

棒
グ
ラ
フ
…
…
数
量
の
比
較
や
順
位

　
　
　
　
　
円
グ
ラ
フ
・
帯
グ
ラ
フ
…
…
構
成
比
率

　
　
②

ス
ピ
ー
チ
原
稿
…
…
話
の
構
成
、
テ
ー
マ
や
話
し
方
の
工
夫

　
　
③

ポ
ス
タ
ー
…
…
見
出
し
、
タ
イ
ト
ル
、
標
語
、
図
な
ど

　
　
④

新
聞
…
…
内
容
の
重
要
度
は

見
出
し
↓
リ
ー
ド
文（
要
約
文
）↓
本
文

の
順
。

⑤

実
用
文
（
報
告
書
・
説
明
書
・
契
約
書
・
案
内
な
ど
実
用
的
な
文
章
）
…
…
全

体
を
見
渡
し
、
目
的
に
沿
っ
た
情
報
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
つ
か
む
。

　
　
例

1

　
　

資
料
の
活
用

資
料
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
文
章
を
読
み
取
る
と
き
は
次
の
点
に
注
意
す
る
。

⑴

資
料
の
内
容
を
押
さ
え
る
。

　
　
・
各
資
料
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
何
に
つ
い
て
の
数
値
を
ど
の
よ
う
な
項
目
で
示
し

て
い
る
の
か
な
ど
、
要
点
を
捉
え
る
。

⑵

文
章
の
内
容
を
押
さ
え
る
。

　
　
・
資
料
の
ど
の
部
分
に
注
目
し
た
説
明
か
、
照
ら
し
合
わ
せ
る
。

　
　
・
資
料
の
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、
説
明
の
内
容
が
正
し
い
か
を
確
か
め
る
。

　
　
　
例

グ
ラ
フ
で
は
、
最
も
数
値
が
高
い
の
は
「
貸
出
冊
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
だ
と
わ
か
る
。（
↑
事
実
を
述
べ
る
表
現
の
一
部
）

　
　
・「
〜
だ
と
思
う
。」「
〜
だ
と
考
え
る
。」「
〜
す
る
べ
き
だ
。」
な
ど
の
文
末
表
現
に

注
意
し
て
、
資
料
を
使
っ
て
主
張
し
た
い
こ
と
を
押
さ
え
る
。

　
　
　
例

こ
の
回
答
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
図
書
の
貸
出
冊
数
を
増
や
す
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

2

〇〇公
こう

園
えん

の利
り

用
よう

方
ほう

法
ほう

　ルールを守
まも

り、だれもがき

もちよく使
つか

えるようにしよう！

■利
り

用
よう

案
あん

内
ない

■
・ 施

し

設
せつ

ごとのルールを確
かく

認
にん

して
ください。
・ 野

や

球
きゅう

場
じょう

とテニスコートの使
し

用
よう

は申
もう

し込
こ

みが必
ひつ

要
よう

です。

■お願
ねが

い■
・ ごみはごみ箱

ばこ

に捨
す

てるか、持
も

ち帰
かえ

ってください。
・火

か

気
き

の使
し

用
よう

は禁
きん

止
し

です。

・項目に分けての説明。
・ 箇条書きで整理してい
る。

・ 幅広い年
ねん

齢
れい

の人が読む
ので、ふりがなを付け
ている。
・ 強調したいところは太
字。

↓

A中学200人の
図書室への要望（複数回答）

貸出冊数を
増やしてほしい

机、椅子などの
配置の改善

い　す

貸出期間を
長くしてほしい

調べものの
相談の改善

図書情報の充実

蔵書の充実
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65

57

30

18

10

15

(%)

見出し、調査方法 単位

数値（結果）項目
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【発表原稿の下書き】
あ
る
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
、
駐
輪
場
の
使
用
に
つ
い
て
、
全
校
生
徒
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
、
そ
の
際
に
作
成
し
た
【
資
料
Ⅰ
】・【
資
料
Ⅱ
】
と
【
発
表
原

稿
の
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴

次
は
、
生
徒
会
が
調
査
で
出
た
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

に
あ

て
は
ま
る
項
目
を【
資
料
Ⅰ
】の
Ｂ
〜
Ｅ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
⑵
【
発
表
原
稿
の
下
書
き
】の

ａ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
資
料
Ⅰ
】を
も
と
に

数
字
を
示
し
て
四
十
字
以
内
で
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。

□
⑶
【
発
表
原
稿
の
下
書
き
】の

ｂ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
十
五
字
以
上
二
十
字
以

内
で
書
き
な
さ
い
。

□
⑷

次
は
、【
資
料
Ⅰ
】・【
資
料
Ⅱ
】と【
発
表
原
稿
の
下
書
き
】に
つ
い
て
の
話
し
合
い
で

出
た
感
想
、
意
見
、
修
正
案
で
す
。
適
切
な
も
の
を
全
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

発
表
原
稿
を
読
む
と
き
、
は
じ
め
は【
資
料
Ⅰ
】の
Ａ
に
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
呼

び
か
け
、
途
中
で
Ｃ
に
も
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

イ

発
表
原
稿
の
中
で
、
生
徒
会
の
意
見
を
提
示
す
る
と
き
に
は
、【
資
料
Ⅰ
】の
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
の
結
果
に
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

ウ

意
見
と
要
望
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
要
望
を
も
と
に
発
表
す
る
の
で
、
意
見
と

要
望
は
明
確
に
わ
か
る
よ
う
な
資
料
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

エ
【
資
料
Ⅰ
】は
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
数
値
の
大
小
を
示
す
と
、
登
校
時
間
の
混

雑
の
解
消
を
望
む
人
が
多
い
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
。

オ

登
校
時
間
帯
と
下
校
時
間
帯
を
示
す
表
、
ま
た
、
現
在
の
駐
輪
場
と
提
案
す
る
駐

輪
場
の
位
置
を
示
す
地
図
を
用
意
す
る
と
、

説
明
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
。

Ｂ

⎣――⎡

⎦――⎤

「
　
　
　
」
に
つ
い
て
出
た
意
見
・
要
望

・
自
転
車
を
駐
輪
場
の
奥
ま
で
入
れ
な
い
人
や
駐
輪
場
の
外
に
と
め
る
人
が
い

る
た
め
周
辺
の
通
路
が
狭
く
な
り
、
混
雑
を
よ
り
ひ
ど
く
し
て
い
る
。

・
生
徒
会
や
風
紀
委
員
会
が
駐
輪
場
を
見
ま
わ
っ
て
、
注
意
し
て
ほ
し
い
。

例

「

登

校

時

間

に

混

雑

し

て

い

る

」

と

回

答

し

た

人

の

割

合

が

最

も

高

く

、

82

％

に

の

ぼ

っ

た例

午

前

８

時

を

過

ぎ

る

と

一

気

に

混

雑

す

る

15

ア
・
ウ
・
オ

⎣――⎡

⎦――⎤

登校時間の駐輪場の混雑解消について
　生徒会では、学校生活をよりよいものにする取り組
みとして、先日駐輪場の使用について困っていること
をアンケート形式で調査しました。【資料Ⅰ】はその
結果を示しています。ここから、 ａ ことがわかり
ます。つまり、登校時間の混雑がいちばん問題視され
ているのがわかります。
　具体的にどのようなことに困っているか、調査時に
意見を書いてもらったところ、 ｂ こと、また、自転
車や体がぶつかる危険があることなどがわかりました。
　そこで、この問題を解決する方法を考えました。
　それは、一人一人がもう少し早く登校して登校時間
をずらすよう心がけることです。【資料Ⅰ】を見ると、
下校時間の混雑を訴える人は 39％にとどまっている
ことがわかります。これは、部活動の有無や各部活動
の終了時間がずれることなどで、下校時間が分散され
るためです。多くの部活が終わる午後 6時頃はやや混
雑するようですが、登校時間も分散されれば、混雑も
緩和されるかもしれません。しかし、下校時間が午後
3時半～ 6時であるのに対し、登校時間は午前 7時 40
分～ 8時 20 分に集中しているため、ずらすのにも限
界があります。
　そこで、最もよい方法は、要望として出ているよう
に、駐輪場を増やすことだと考えました。現在は西側
入口横のみですが、東側入口にも駐輪場を設置するよ
う、学校に提案することを考えています。みなさんの
意見を聞かせてください。

「登校時間に混雑している」について出た意
見・要望
・登校時間が早いときは混雑していないが、午
前８時を過ぎると一気に混雑する。

・混み合っていて、自転車や体が隣とぶつかり
そうになる。

・駐輪場をいくつか増やしてほしい。

駐輪場の使用について困っていること

（複数回答可）

Ａ 登校時間に混雑している 82％

Ｂ
整頓されていない（列の乱
れ、場所を守っていない等）

51％

Ｃ 下校時間に混雑している 39％

Ｄ 駐輪スペースが不足している 25％

Ｅ ごみ等で駐輪場が汚れている 18％

Ｆ その他 05％

【資料Ⅰ】 　
　
　
　
　
　
　

例
題

【資料Ⅱ】
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【
話
し
合
い
】

（
内う
ち

田だ

）
「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
は
、〈
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
日
は
そ
れ
を
も
と
に
、「
食
品
ロ
ス
」
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
て

い
き
ま
す
。
日
本
で
の
食
品
ロ
ス
は
四
七
二
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
り
、
深
刻
な
現
状
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
木き

村む
ら

）
た
し
か
に
大
き
な
数
値
で
す
が
、
近
年
の
推
移
で
見
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

〈
グ
ラ
フ
〉
は
、
日
本
の
食
品
ロ
ス
発
生
量
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年
で

食
品
ロ
ス
の
発
生
量
は
徐
々
に
抑
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、

Ａ

と
わ
か
る
か
ら
で
す
。

（
内
田
）
企
業
に
よ
る
保
存
容
器
の
改
良
や
売
れ
残
り
を
減
ら
す
工
夫
な
ど
、
事
業
系
の

取
り
組
み
も
あ
っ
て
「
食
品
ロ
ス
」
へ
の
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、

家
庭
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。〈
表
〉
は
、
お
も

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

〈グラフ〉

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

643 632 621
646 643

612 600
570

522 523
472

食品ロス発生量の推移（万ｔ）

（環境省HP「我が国の食品ロスの発生量の推計値（令和４年度）」より作成）

演

習

問

題

あ
る
中
学
校
で
は
、
学
習
発
表
会
で
「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
資
料
】
と
【
話
し
合
い
】
を
読
ん
で
、

あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
資
料
】

・ 日本で発生している食品ロ
スは、事業系と家庭系を合
わせて計472万トン。

　 →国民一人あたりに換算す
ると、毎日お茶

ちゃ

碗
わん

一杯分の
食品が捨てられている。

・ 472万トンの食品ロスの
うち、236万トンは一般
家庭から発生。

　→ 一般家庭での食品廃棄物
707万トンのうち、236万
トンが食品ロスにあたる。

食品ロス
＝ 捨てられる食品（食品廃
棄物）のうち、まだ食べ
られるのに廃棄される食
品のこと。

〈パンフレット〉

（消費者庁「令和５年度　第２回消費生活意識調査」より作成）

残さずに食べる 61.6%
「賞味期限」を過ぎてもすぐに捨てるの
ではなく、自分で食べられるか判断する

47.2%

冷凍保存を活用する 42.7%
日ごろから冷蔵庫などの食材の種類・
量・期限表示を確認する

32.8%

料理を作りすぎない 31.1%
期限間近による値引き商品・ポイント還
元の商品を率先して選ぶ

29.5%

飲食店等で注文しすぎない 29.2%
小分け商品、少量パック商品、バラ売り
等、食べきれる量を購入する

25.9%

残った料理を別の料理に作り替えるな
ど、工夫して食べる

22.0%

【ア】

【イ】

【ウ】

【エ】

【オ】

【カ】

【キ】

【ク】

あなたは、「食品ロス」を減らすために取り組んで
いることはありますか。 （複数回答）

〈表〉

Sam
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（
草く

さ

野の

）　
は
い
。「
残
さ
ず
に
食
べ
る
」
と
い
う
取
り
組
み
が
最
も
多
く
、
約
六
割
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
食
品
ロ
ス
」
問
題
に
つ
い
て
最
も
基
本
的
な
対
策
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
家
に
食
料
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
、
ど
の
く
ら
い
も
つ
か
を
把
握
し
て
お

く
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
も
約

Ｂ

％
い
ま
す
。
こ
れ
は
買
い
す
ぎ

を
防
い
だ
り
、
食
品
を
計
画
的
に
消
費
し
た
り
す
る
た
め
の
、
よ
い
取
り
組
み
だ
と
思

い
ま
す
。

（
木
村
）　
他
に
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小
売
店
で
の
廃
棄
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、

Ｃ

と
い
う
項
目
も
見
ら
れ
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う
な
方
法
も
、
食
品
ロ
ス

を
減
ら
す
た
め
の
有
効
な
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。（
後
略
）

□
⑴
　

Ａ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア 

　
二
〇
一
二
年
度
と
二
〇
二
〇
年
度
を
比
べ
る
と
約
三
割
減
少
し
て
お
り
、
二
〇
二

〇
年
度
と
二
〇
二
二
年
度
を
比
べ
る
と
さ
ら
に
約
五
〇
万
ト
ン
減
少
し
て
い
る

イ 

　
二
〇
一
二
年
度
と
二
〇
一
九
年
度
を
比
べ
る
と
五
〇
〇
万
ト
ン
台
ま
で
減
少
し
て

い
る
が
、
二
〇
一
九
年
度
以
降
は
そ
の
ま
ま
五
〇
〇
万
ト
ン
台
を
維
持
し
て
い
る

ウ 

　
二
〇
一
六
年
度
ま
で
は
発
生
量
に
増
減
が
あ
る
が
、
二
〇
一
六
年
度
以
降
は
ほ
ぼ

減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
年
度
は
減
少
幅
が
最
も
大
き
い

エ 

　
二
〇
一
二
年
度
と
二
〇
一
九
年
度
を
比
べ
る
と
五
〇
〇
万
ト
ン
台
ま
で
減
少
し
、

二
〇
一
九
年
度
と
二
〇
二
二
年
度
を
比
べ
る
と
約
一
〇
〇
万
ト
ン
減
少 

 

し
て
い
る

エ

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑵

　

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
数
値
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
小
数
点
以
下
は
四
捨
五

入
す
る
こ
と
。

□
⑶
　

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、〈
表
〉
の【
ア
】〜【
ク
】

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
⑷
　【
資
料
】
と
【
話
し
合
い
】
の
内
容
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
う
え
で
発
言
さ
れ
た
意

見
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア 

　
食
品
ロ
ス
の
発
生
量
は
事
業
系
が
家
庭
系
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
家
庭
で
の

課
題
も
多
く
、
わ
れ
わ
れ
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
で
す
ね
。

イ 

　
冷
蔵
庫
の
食
材
の
期
限
表
示
を
よ
く
確
認
し
て
、賞
味
期
限
が
来
る
ま
で
は
食
品
を

捨
て
ず
に
き
ち
ん
と
使
お
う
と
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ウ 

　
家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み
の
中
に
は
、
飲
食
店
で
の
食
べ
残
し
を
し
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
っ
た
方
法
も
三
割
近
く
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

エ 

　
食
品
ロ
ス
の
総
量
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
小
分
け
の
商
品
を
買
う
よ
う
に
す
る
な

ど
の
、
購
入
時
の
工
夫
も
新
た
な
試
み
と
し
て
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。 33

⎣――⎡

⎦――⎤

オ

⎣――⎡

⎦――⎤

ウ

⎣――⎡

⎦――⎤

□
①
　
両
手
で
顔
を
覆
う
。 

お
お
　 

う

⎣――⎡

⎦――⎤

□
②
　
厳
し
い
口
調
で
語
り
出
す
。 

く
ち
ょ
う

⎣――⎡

⎦――⎤

□
③

　
高
慢
な
言
動
を
戒
め
る
。 

い
ま
し 

め
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
④

　
柵
を
隔
て
る
。 

へ
だ 

て
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑤

　
矛
盾
し
た
話
。 

む
じ
ゅ
ん

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑥
　
セ
ン
サ
イ
な
味
わ
い
の
料
理
。 

繊
細

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑦
　
強
烈
な
日
差
し
を
サ
け
る
。 

避  

け
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑧

　
目
の
サ
ッ
カ
ク
を
起
こ
す
。 

錯
覚

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑨

　
オ
ダ
や
か
な
風
が
吹
く
。 
穏  
や
か

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑩

　
既
成
ガ
イ
ネ
ン
を
壊
す
。 

概
念

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑪
　
ジ
ュ
ン
ス
イ
な
気
持
ち
。 

純
粋

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑫
　
無
色
ト
ウ
メ
イ
な
ガ
ラ
ス
。 

透
明

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑬

　
寝
坊
し
て
ア
ワ
て
る
。 

慌  

て
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑭

　
森
の
木
を
バ
ッ
サ
イ
す
る
。 

伐
採

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑮

　
不
当
な
カ
ン
ユ
ウ
を
断
る
。 

勧
誘

⎣――⎡

⎦――⎤

Sam
ple


